
令和 6年3月31日現在

（単位：円）

資    産    の    部

 流動資産 1,436,692,914  流動負債 876,385,349

現 金 及 び 預 金 118,677,635 買 掛 金 444,445,308

預 け 金 760,252,551 未 払 金 4,211,460

売 掛 金 170,034,769 未 払 費 用 56,532,746

新 車 195,722,000 未 払 法 人 税 等 21,670,300

中 古 車 93,674,809 通 算 制 度 未 払 金 5,371,004

部 品 20,635,265 未 払 消 費 税 21,130,417

そ の 他 棚 卸 資 産 27,154,151 賞 与 引 当 金 63,556,620

そ の 他 の 流 動 資 産 50,541,734 短 期 リ ー ス 負 債 8,850,600

前 受 金 202,945,671

そ の 他 の 流 動 負 債 47,671,223

 固定負債 235,799,999

 固定資産 1,190,184,374

 （有形固定資産） 預 り 保 証 金 9,209,052

建 物 411,632,275 退 職 給 付 引 当 金 190,451,721

構 築 物 61,895,761 役員退職慰労引当金 7,060,000

機 械 装 置 45,989,022 長 期 リ ー ス 負 債 29,079,226

車 両 運 搬 具 136,375,923

工 具 器 具 備 品 21,774,959  負債合計 1,112,185,348

リ ー ス 資 産 34,215,260

土 地 367,971,325

建 設 仮 勘 定 0 純 資 産 の 部
 （ 無形固定資産 ）

その他の無形固定資産 5,327,349  株主資本
資 本 金 50,000,000

 （ 投     資    等 ） 資 本 剰 余 金 2,198,336

投 資 有 価 証 券 800,000 利 益 剰 余 金 1,462,493,604

出 資 金 5,020,000 （ 前 期 利益剰余金 ） (1,355,546,679)

差 入 保 証 金 10,000 株 主 資 本 合 計 1,514,691,940

長 期 前 払 費 用 2,302,970  

長 期 金 銭 債 権 11,769,642  評価・換算差額等
そ の 他 の 投 資 1,077,476 有価証券評価差額金 0

繰 延 費 用 440,919 評価・換算差額等合計 0

長 期 繰 延 税 金 資 産 95,351,135

貸倒引当金 （長 期 ） ▲ 11,769,642  純資産合計 1,514,691,940

資  産  合  計 2,626,877,288 負債及び純資産合計 2,626,877,288

(注)有形固定資産の減価償却累計額   576,062,311円 

負    債    の    部

貸    借    対    照    表



個別注記表
（令和 5年4月1日～令和 6年3月31日）

重要な会計方針に係わる事項に関する注記

１．資産の評価基準及び評価方法

（１）有価証券の評価基準及び評価方法

①時価のあるもの

期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法によって処理)

②時価のないもの

移動平均法による原価法

（２）棚卸資産の評価基準及び評価方法

①新車、中古車は低価法

②部品は移動平均法による原価法

③貯蔵品は最終仕入原価法

２．固定資産の減価償却の方法

・有形固定資産

法人税法の規定による定率法、ただし、平成10年4月1日以降に取得した建物（付属設備を除く）及び

平成28年4月1日以降に取得した建物付属設備・構築物は定額法による

平成30年4月1日以降は車両運搬具以外のものは定額法による

３．引当金の計上基準

（１）貸倒引当金

売上債権、貸付金等の債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については

貸倒実績率の計算により計上。貸倒懸念債権特定の債権については個別に回収可能性を

検討し、回収不能見込額を計上

（２）賞与引当金

従業員の賞与支給に備えるため、支給見込額の当期負担分を計上

（３）退職給付引当金

従業員の退職給付に備えるため、退職金規程の当事業年度末における退職給付

要支給額を計上

（要支給額に直近の昇給率と割引率を織り込み、将来の給付額増と給付債務を現在価値に割引き計上）

（４）役員退職慰労引当金

役員の退職慰労金の支給に備えるため、役員退職慰労金規定に基づき、期末要支給額を

計上

４．その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項

（１）リース取引の処理方法

リース物件の所有権が借主に移転するもの以外のファイナンス・リース取引については、

通常の賃貸借取引に係わる方法に準じた会計処理による

ただし、平成20年4月1日以降にリース開始する、契約1件当たりのリース料総額が3百万円以上の

取引に関しては、売買取引（オンバランス）による会計処理による

（２）消費税等の会計処理

消費税の会計処理は税抜方式による

５．会計方針の変更に関する注記
（１）収益認識に関する会計基準の適用（令和３年度期首より）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2018 年3月30日公表分。以下「収益
認識会計基準」という。」及び「収益認識に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針
第30号 2018 年3月30日公表分）を、令和3年度の期首から適用し、約束した財又はサービス
の支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で
収益を認識することといたしました。

① 新車及び中古車小売販売
令和3年4月1日より、顧客への商品の受け渡し時点を「財又はサービスの支配が顧客に移転した時点」とし、
「登録」から「納車」へ収益を認識する時点を変更しています。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な
取扱いに従っていることによって令和３年度の売上高・売上原価・売上利益・営業利益・経常利益及び
税金等調整前当期純利益に軽微な影響があります。

６．その他の注記

・ 部品の棚卸廃棄損及び棚卸差益損は、部品売上原価へ計上していることによって、営業利益が

1,242千円減少している

以上


